
28年度第6回学街講習会報告

-日時 平成28年12月11日 圃会場 森ノ宮医療学冨アネックス校舎

@ 年内最後の語習会{孟、 愛媛から経絡治療夏期大学の請訴を務め、経絡治療の大家と

して活濯されている池田政一先生に2コマをたっぷり使って誉演と実妓をして頂いた。
泡回先生といえば多数の著書、何といっても日本の銭灸に寒裂の概念を導入し、 f経
絡治療学j統一の教秘書にち反映されたという功績である。

.28年度 in6回学術J罪判会報告・H時.平成28年 12月 刊 日 -会滋.語録ノ官医事長学閥アネックス校合

『気血水の病理と病証Jr癖血の病理と錨灸治療1

講師:i実方陰陽会代表池岡敬一先生

1. r気血水の病理と病窓EJ

2017.02.07 

{努軍事鎗の太陽病絡では「脈t季、頭項強痛、而懇寒j と主主かれている。気のmeれを理解
していればなぜそうなるかが診えてくる。そもそも太陽病とは病気の時期を示している

と理解されているが、経絡の太陽勝目先経の病と考えれば、頭項強i痛とは経絡上に症状が

現れていることが分かる。脈浮とは陽気が発散できないため、外へtllていきたくても出

ていけず、政府内に停滞するので脈が浮いてくる。陽気が発散できないのは陽気が不足

しているからで、陽気が不足し気の巡りが懇くなると冷えが生じる。これが懇軍事である。

この例は急性熱病を示しているが、気の動き理解していると病理と病涯が診えてくる。

では、治療はどうするかという問題だが、太陽勝脈経の病だからといって勝脱経に補綴

すれば良いというものでもない。もう一度、気の⑧Jきに目を向けると、陽気の不足で気

が発散できないのだから脈経を布告うのである

-気血水の生成 発散
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例えば、主訴が面IJ~股炎(鼻づまり、臭覚異常}でnr~症の患者の場合、汗l 虚陰五位熱

狂によって発生した熱が太陽経や陽明経に波及したものとみられる。 臭覚異H~ーまである

のは姉経にまで熱が波及した結泉である。治療としては、肝虚涯に対しては中封 ・復溜



(金穴)に舗法を行う。主訴に関しては、手三翠 ・尺沢また幽池と尺沢の中間点に圧縮

&認められることが多い。

肝虚陰r$.熱証

肝 | 血が不足 (JUl.虚)して栄気は停滞するために熱が発生。中焦以下が冷える(下

威主 | 痢)。発生した熱は(t!!の臓M'f経絡に波及。

凝

n干五位勝五佐立準.1iE
血も栄気も不足して中j終以下は冷えて上燥に然が多くなる(冷えのぼせ)。

問に熱が多くなれば使;僚。発生した寒と熱による病証が{也の臓脈経絡に波及。

気血水のlIJきとさらに寒然を組み合わせて理解する二とで、病涯を正確に把録するこ

とが可能になり、本治のみや探f台のみといった治療ではなく全身的な治療 (池閏先生白

く “古典的な治療")を行う ことが出来る。

2. r訴事血の病理と病症と治療j
1~~血とは、 血の流れが!~~くなったり 、

血がーカ所に滞っている状態である。

①病因として、 交通手J~故によるもの、 月後不阪、 出産、 中絶、 流産、 肝炎 、 熱病に懐

患することが多い、綴が立っても我慢することがある、月経時の発然または発熱し

ているときに不定期な月経があるなど、血行が慈い湯合と血管が!tlfsしている湯合

がある.

血行が悪い場合

・気虚 :エネノレギー不足で血行を促進するカ、血を押し動かすカがない状態

.気滞 :気の流れが懇ければ血液の巡りがスムーズでなくなる

・然{血熱): 体内の然が血に移ると水分がìl~.f毛した状態で、流れが懇くなる

・望書(血望書) : 家ーさで血管が収縮するし、 冷やされた血が凝集し流れがm~くなる

血管が損傷している場合

-各種の外傷または内傷 :血管に傷がつき漏れた血が排出されずーカ所にi留まる

.気厳 :1血管の墜が弱く血液が漏れ出しやすい状況

-血数 :熱によって血行が速くなり細い血管を破り出血を起ζす

②病理として、肝が血を貯殺 し、血統を~皇室するため、 月干の機能が弱 く なると 、 肝臓

や肝経の流れている部位にJfn.iJ;停滞して生じる。



③病症として、務取の特徴として術みが挙げられる.

-車11すような痛み、または切ら九たような痛み。

・いつも同じところが痛み、同じ一定の痛さで術む。

. 1ih"、所を抑したり、撲んだりすると不快を感じる.

・しこり、総れ物が出来ている場合があり、体表にある場合は暗然色に見える。

疾病としては、頭痛、j百こり、心臓疾患、食欲旺盛、便秘がち、足が冷える、腰痛、

月経不頼、月経姉、皮1苛疾患、精神神経系疾怨.など

@脈痕として、友関上が沈で尖の特徴を示す。

@銭高Eとして、1.r.脇下に低抗と圧鋪Tの在るものが)1干績でE干!If;症を示す.

おE畠下にt底抗と圧縮の(:1:るものが肺績でE干実伎を示す.

@治療として、腹部の綬給やf底抗の在る部俊に灸磁鍛や倣鎌{関元 ・夫総・大芭・外陵

など}をする。

経絡上の経穴への車IJ鍍 (切皮包皮の深さ}をする.

主含.雄、打倹などの忽性彩血では事IU告の後灸頭歯車をする.

今回tまI気血水Jと rfM血Jの病理と病Z正についてだった 今春に開祭されて 40年

を迎えられる池田先生のお話は臨床家ならではの経験談が笠宮で、特に若い歯車灸舗や学

生にとってはt詮I底な誘演だったのではないでしょうか.

{研修苦言日中村険、荒木善行)
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